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科目名 会計学入門 

授業形態 講義 学年 1 

開講時期 2021 年度 前期 単位数 4 

担当教員 大橋 良生 

内容および計画 われわれが日々生活するために必要な財やサービスは，企業によって供給されている。企業は，財やサービ

ス等を供給する活動の他に，従業員への給料の支払い，銀行からの資金の借入れ，あるいは納税等，様々な

活動を行っている。会計は，このような企業の多様な経営活動を貨幣金額で捉え，それを企業の活動に対し

利害関係をもつ人々（利害関係者）に報告することを目的としている。本講義では，経営活動がどのように

営まれるかをふまえながら，基本的な経営活動がどのように記録，報告されるかを学習する。 

なお，履修者の理解度にあわせて講義を進めるため，計画通りに進まない場合がある。また，履修者の理解

度を把握するために，学習項目にあわせて，小テストや課題を実施する。 

１ ■ ガイダンス 

■ 簿記の基礎(1) 

簿記について 

２ ■ 簿記の基礎(2) 

財務諸表と簿記の 5 要素 

■ 日常の取引(1) 

記帳のルール／仕訳と勘定記入 

３ ■ 日常の取引(2) 

記帳手続／合計・残高／試算表 

４ ■ 日常の取引(3) 

日常の手続き／簿記一巡の手続き／簿記学習 

■ 商品売買 1(1) 

商品売買取引 

５ ■ 商品売買 1(2) 

分記法／三分法／掛け 

６ ■ 商品売買 1(3) 

掛け／手付金・内金／商品券 

７ ■ 商品売買 2(1) 

返品／商品移動／立替払い 

８ ■ 商品売買 2(2) 

立替払い／売掛金・買掛金元帳／商品有高帳 

９ ■ 商品売買 2(3) 

商品有高帳 

１０ ■ 現金・預金 

現金／当座預金／当座借越／普通預金・定期預金／複数口座 

１１ ■ 小口現金 

小口現金制度 

■ クレジット売掛金 

クレジット売掛金 

１２ ■ 手形取引 

約束手形 

■ 電子記録債権・債務 

電子記録債権・債務 

■ さまざまな帳簿の関係 

さまざまな帳簿の関係 

１３ ■ さまざまな帳簿の関係 

さまざまな帳簿の関係 

■ その他の取引 1(1) 

貸付金・借入金／利息 

１４ ■ その他の取引 1(2) 
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利息／役員貸付金・役員借入金／手形貸付金・手形借入金 

■ その他の取引 2(1) 

有形固定資産 

１５ ■ その他の取引 2(2) 

未収入金・未払金／修繕・改良 

■ その他の取引 3(1) 

仮払金・仮受金／給与 

１６ ■ その他の取引 3(2) 

給与 

■ 訂正仕訳 

誤り／訂正仕訳 

■ 試算表(1) 

試算表／解答手順 

１７ ■ 試算表(2) 

解答手順 

１８ ■ 決算 

決算／未処理事項等／決算整理／試算表／精算表／締め切り／財務諸表 

１９ ■ 決算整理 1（1） 

期中取引／決算整理 1／決算整理 2 

２０ ■ 決算整理 1（2） 

決算整理 1／決算整理 2  

■ 決算整理 2 

租税公課／貯蔵品／当座借越 

２１ ■ 決算整理 3 

三分法／売上原価・売上総利益／決算整理 

２２ ■ 決算整理 4 

貸倒れ／決算整理 1／期中取引 1／期中取引 2／決算整理 2 

■ 決算整理 5(1) 

決算整理 

２３ ■ 決算整理 5(2) 

決算整理／期中取引 

■ 決算整理 6(1) 

費用と収益の記録 

２４ ■ 決算整理 6(2) 

前払い／前受け／未払い／未収 

２５ ■ 決算整理 6(3) 

決算整理 

■ 決算整理後残高試算表 

決算整理後残高試算表 

２６ ■ 精算表 

精算表 

■ 帳簿の締め切り（英米式決算） 

帳簿（勘定）の締め切り 

２７ ■ 帳簿の締め切り（英米式決算） 

帳簿（勘定）の締め切り 

２８ ■ 損益計算書と貸借対照表 

作成／一巡の手続き 

■ 株式の発行 

株式会社／資本（純資産）／株式発行 

２９ ■ 剰余金の配当と処分 

配当と処分／会計処理／純損失 

■ 税金 
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分類／法人税等／消費税 

３０ ■ 証憑と伝票 

証憑／種類／伝票／三伝票制／一部現金取引／転記 1／転記 2 

教科書 

タイトル 著者名 出版社 ISBN 発行年 

合格テキスト 日商簿記 3 級 Ver.12.0 TAC 簿記検定講座 TAC 出版 9784813296003 2021 

合格トレーニング 日商簿記 3 級 Ver.12.0 TAC 簿記検定講座 TAC 出版 9784813296034 2021 

     

     

     

上記書籍の最新版を用いる。 

参考書  

成績評価 

評価方法 割合(%) 

課題・小テスト 40 

定期試験 60 

  

  

  

  

 

学習到達目標 小規模な株式会社が営む商品売買業を前提とする会計処理能力を身につける（日商簿記検定 3 級レベル）。ま

た，会計情報の活用に関する基礎的な知識を身につける。 

先修条件 特になし。 

実務経験  

その他 履修後，日商簿記検定 3 級にチャレンジすることを勧める。 

なお，授業では，電卓を携帯すること（携帯電話を除く）。 

 


